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春
日
部
市
飯
沼
の
香
取
神
社
の
算
額 

  

春
日
部
市
飯
沼
の
香
取
神
社
の
算
額
は
、
岡
田
喗

政
門
人
の
中
田
善
次
郎
政
邦
が
弘
化
二
年
（
一
八
四

五
）
に
奉
納
し
た
も
の
で
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
掲
額
者
の
人
物
像
は
不
明
で
す
。
簡

単
な
説
明
と
写
真
が
市
の
文
化
財
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
小
さ
く
文
字
は
あ

ま
り
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。『
埼
玉
の
算
額
』
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
市
の
文
化
財
保
護
課
に

連
絡
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
文
面
や
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
資
料
を
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

題
意
は
角
す
い
台
の
体
積
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を

図
の
よ
う
に
18
等
分
に
分
割
し
た
と
き
の
各
分
割

角
錐
台
の
辺
長
を
求
め
る
も
の
で
、
角
す
い
台
の
体

積
と
高
さ
と
辺
長
、
及
び
上
面
と
下
面
の
正
方
形
の

辺
長
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

解
読
文
は
『
春
日
部
市
庄
和
町
史
編
さ
ん
資
料

(

15)

中
世
・
近
世
資
料
』（
春
日
部
市
教
育
委
員
会
、

平
成
20
年
）
、
算
額
写
真
は
『
庄
和
町
史
編
さ
ん
資

料(

9)

絵
馬
・
扁
額
』（
庄
和
町
教
育
委
員
会
、
平

成
14
年
）
か
ら
の
も
の
で
す
。 

       

 

第
45
号 

 

平
成
二
九
年(

二
〇
一
七)  

三
月
二
一
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
及
び
近
郊
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 

今
有
方
臺
積
一
千
七
百
一
拾
尺
載 注

１

一
拾
八
段
等
分
只
言
上
方 

一
拾
二
尺
下
方
一
拾
九
尺
九
分
零
一
毫
八
絲
餘
竪
六
尺
五
分
八
釐 

四
毫
八
絲
餘
隅
登
竪
八
尺
六
分
三
釐
四 

毫
九
絲
餘
問
各
切
口
幾
何 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

圖
中
不 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

盡 

 
 
 

答
曰
如
圖 

 

上
六
段
積
積
五
百
七
拾
尺
中
六
段 

同
積
下
六
段
同
積
一
段
積
九
拾
五
尺 

上
六
段
竪
二
尺
九
分
八
釐
一
毫
二
絲
餘
中
六
段
竪
二
尺
零
一
釐
八
毫
八
絲
ヨ 注

２ 

下
六
段
竪
一
尺
五
分
八
釐
四
毫
九
絲
餘 

 
 

術
曰
以
方
錐
方
臺
載
及
半
梯
鈎
股
弦
開
之
各
合
問 

 
 
 
 

弘
化
二
乙
巳
星
肇
秋
良
辰 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

關
流 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
田
氏
喗
政
門
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

當
村
中
田
氏
廣
長
弟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
田
善
次
郎
政
邦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

謹
識 

獻 奉 

 

者 

省
畧 

 

之 

（注１）「截」か？ 

（注２）「ヨ」は「餘」の意味か？ 
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てない。難しく筆者はまだ解い

くのはこれらの数を用いて解

は分割された一つの体積

上中下の各体積は

立体斜辺隅登竪

下中上

しい。上中下の高さの和に等

これは高さ

下方一辺

上方一辺

等分。これを体積

。数字は次のようになる

953570

18

57031710

6349.8)(

5849.1,0188.2,9812.2

,5849.6

9018.19

,12

18,1710
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草
加
市
金
明
町
の
旭
神
社
算
額 

草
加
市
金
明
町
の
旭
神
社
の
算
額
は
、
谷
塚
茂
左

衛
門
ら
が
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
奉
納
し
た

も
の
で
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
、

文
字
の
退
色
が
進
行
し
て
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
為

レ
プ
リ
カ
が
作
成
さ
れ
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示
さ

れ
て
い
る
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
算
額
は
『
埼
玉
の
算
額
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。 

三
月
十
一
日
、
草
加
市
の
歴
史
民
俗
資
料
館
を
訪

れ
ま
し
た
。
写
真
（
次
頁
）
の
よ
う
な
レ
プ
リ
カ
が

展
示
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
下
に
は
簡
単
な
解
法
に
つ

い
て
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。
資
料
館
に
は
算
額
の

「
レ
プ
リ
カ
制
作
記
」
な
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

生
憎
部
数
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
写
真
に

撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
が
、
知
り
た
か
っ
た
掲
額

者
の
人
物
像
な
ど
は
不
明
で
、
算
額
に
次
の
よ
う
に

あ
る
こ
と
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

北
澤
仙
右
衛
門
支
流
富
岡
甚
兵
衛
始
興 

 
 

門
人 

谷
塚
茂
左
衛
門
良
慶
、
同
左
衛
門
邦
祝 

 

以
下
、
内
容
に
つ
い
て
若
干
記
し
ま
す
が
、
き
ち

ん
と
し
た
解
読
と
解
析
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

 

ま
ず
レ
プ
リ
カ
の
全
文
を
左
上
に
示
し
ま
す（「
奉

献
御
神
前
」
は
省
略
）
が
、

「
レ
プ
リ
カ
制
作
記
」
の

内
容
と
若
干
差
異
が
あ
り

ま
す
。
赤
字
部
分
は
レ
プ

リ
カ
に
は
な
く
制
作
記
に

あ
る
も
の
で
す
。
ま
た
棒

線
部
分
は
制
作
記
で
は

「
相
乗
段貳
右
貳
位
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。
解
読
で
き

れ
ば
ど
ち
ら
が
正
し
い
か

わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
な

お
最
後
の
「
秋
日
」
の
秋

の
「
禾
」
と
「
火
」
は
左

右
逆
に
な
っ
て
い
ま
す

（
こ
う
い
う
こ
と
は
あ
っ
た
）
。 

ま
た
、
図
の
直
角
点
か
ら

斜
辺
へ
の
垂
線
（
中
鈎
）

は
垂
線
ら
し
く
な
く
誤
解

を
生
む
書
き
方
に
な
っ
て

い
ま
す
（
こ
の
図
に
し
て

も
文
章
の
欠
け
に
し
て
も

こ
の
レ
プ
リ
カ
の
品
質
は

少
し
落
ち
る
よ
う
で
す
）。 

 

さ
て
、
算
額
の
肝
心
の

内
容
で
す
が
、
題
意
は
弦

 
 
 
 
 
 

北
澤
仙
右
衛
門
支
流 

富
岡
甚
兵
衛
始
興 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

門
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷
塚
茂
左
衛
門
良
慶 

 
 
 
 
 
 
 
 

假
如
有
弦
冪
中
鈎
貳
和
二
十
七
寸 

 

同 
 

左
衛
門
邦
祝 

 
 
 
 
 
 
 
 

四
分
唯
云
股
冪
圓
徑
貳
和
十
八
寸 

 
 
 
 
 
 
 
 

問
弦
若
干 

 
 

答
而
弦
二
寸 

術
曰
立
天
元
一
為
弦
自
乗
之
以
減
先
云
和
餘
爲
中
鈎
以
弦
乗
之

 

寄
甲
位
唯
云
和
冪
○
中
鈎
冪
○
弦
冪
相
乗
○
右
二
位
相
併
共
得
内
減
唯
云 

和
弦
冪
相
乗

餘
寄
乙
位
唯
云
和

内
減 

股
冪
餘
寄
丙
位
丙
位
乙
位
弦
相
乗 

乙
位
弦
冪
相
乗

乙
位
冪

甲
位
冪

円
徑
乙
位
相
乗

右
貳
相
併
得
数
寄 

左
列
甲
位
丙
位
冪
相
乗

弦
甲
位
丙
位
相
乗
左
右
貳
位
相
併
共
得
数
與
寄
左 

相
消
得
開
方
式
一
十
方
飜
法
開
之
得
弦
合
問 

 

         
 
 
 
 
 

旹
寛
政
十
一
龍
集
己
未
仲
秋
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雙
椒
蘭
翁
六
十
叟
書 
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式を満たす。

を代入すると、このこの式に

。次の式になっていますは以下の

カ下の資料は求まらない。レプリ

の式を求めるが簡単にこれから

うになる。題意と関係式は次のよ

とすると中鈎、円径を

股、鈎、三角形の弦（斜辺）、

5

01049764.1218292.475181

816.1376622576.504392

04.14547696.798814.512

56.447266.109

12

,,

18,4.27

,,,,

2

34

567

891012

222

22















x

xx

xx

xxx

xxxx

x

yzhxzydxzyx

dyhx

dhzyx
(

斜
辺)

の
自
乗
と
中
鈎
の
和
が
27
寸
4
分
、
股
の

自
乗
と
円
径
の
和
が
18
寸
の
と
き
、
弦
は
幾
つ
か
と

い
う
も
の
。
答
は
2
寸
と
あ
り
ま
す
が
、
直
観
的
に
、

図
形
的
に
寸
法
が
合
わ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
レ
プ

リ
カ
下
に
あ
っ
た
解
法
に
「
2
」
を
代
入
し
て
も
式

を
満
た
し
ま
せ
ん
。
制
作
記
に
は
「
5
」
と
あ
り
ま

し
た
。 

 

し
か
ら
ば
実
際
は
ど
う
な
の
か
と
解
い
て
み
よ
う

と
し
ま
し
た
が
、
条
件
式
は
直
ぐ
出
て
も
、
多
次
方

程
式
は
簡
単
に
は
求
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

レ
プ
リ
カ
下
の
解
法
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
し

た
。「
5
」
を
代
入
す
る
と
式
を
満
た
し
ま
す
。 

  

レ
プ
リ
カ
の
算
木
の
図
は
12
次
の
式
の
各
係
数

を
示
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
解
法
式
が
正
し
い
と
す

れ
ば
算
木
の
図
に
は
若
干
の
間
違
い
が
あ
り
ま
す

（
係
数
の
値
と
赤
黒
の
配
色
（
赤
が
な
い
））。
退
色

で
読
め
な
か
っ
た
部
分
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。 

            ～
～
～
～
～
～
～
～
～
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～
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さ
い
た
ま
市
桜
区
の
西
堀
氷
川
神
社
算
額 

 
こ
の
算
額
は
文
面
に
よ
れ
ば
、
嘉
永
五
年
（
一
八

五
二
）
に
元
宿
邨
（
現
桜
区
南
本
宿
）
の
中
邨
文
吉
・

繁
吉
兄
弟
が
、
曾
祖
父
・
光
忠
が
文
化
九
年
（
一
八

一
二
）
に
掲
げ
た
算
額

が
大
破
し
た
た
め
、
兄

弟
が
算
題
一
問
を
加
え
、

計
四
題
と
し
て
奉
納
し

た
も
の
と
い
う
。
大
き

さ
は
61×

94
㎝
。『
埼

玉
の
算
額
』
に
所
収
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

劣
化
が
進
ん
だ
た
め
、

昭
和
41

年
に
復
元
算

額
が
作
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
神
社
前
の
標
識

に
書
か
れ
て
い
ま
す
（
三
月
十
一
日
訪
問
）。 

                      
 

『
浦
和
市
文
化
財
調
査
報
告
書 

第
36
集
』（
平

成
四
年
）
よ
り
算
額
の
銘
文
を
次
ペ
ー
ジ
に
転
載
し

ま
す
。 

問
題
は
何
れ
も
容
題
で
す
。 

 

旭神社の算額（レプリカ） 

神社前の標識にある復元算額（反射でうまく撮れませんでした） 
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ロ
ー
マ
の
そ
ろ
ば
ん 

 

昨
年
の
夏
、
あ
る
調
査
で
諏
訪
湖
方
面

に
行
っ
た
折
、
つ
い
で
に
諏
訪
大
社
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
立
ち
寄
っ
た
門
前
の

骨
董
屋
さ
ん
に
昔
の
そ
ろ
ば
ん
が
あ
り
ま

し
た
。
懐
か
し
い
思
い
も
あ
っ
た
の
で
購

入
し
ま
し
た
。
千
円
也
。 

 

そ
の
事
を
、
イ
タ
リ
ア
に
長
年
滞
在
し

て
い
る
知
人
に
メ
ー
ル
の
中
で
少
し
触
れ

た
と
こ
ろ
、
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
タ
イ
ト
ル
は
、

「L
'a

b
a
co

 
ro

m
a
n

o, 
d
a
l 

M
u

se
o 

d
e
lla

 

M
a
te

m
a
tica

 “I R
a
ccon

ti d
i N

u
m

e
ria

”, 

R
o
m

a

」
と
あ
り
、
翻
訳
ソ
フ
ト
に
よ
る
と
、 

『
数
学
の
博
物
館
か
ら
ロ
ー
マ
の
そ
ろ
ば

ん
、「N

u
m

e
ria

ス
ト
ー
リ
ー
」、
ロ
ー
マ
』 

と
訳
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
下
の
よ
う

な
写
真
が
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
そ
ろ
ば

ん
の
よ
う
な
、
で
も
わ
か
ら
な
い
？ 

 

で
、少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。す
る
と
、 

「
ロ
ー
マ
の
溝
そ
ろ
ば
ん
。
青
銅
製
の
そ

ろ
ば
ん
で
、2,300
年
位
前
か
ら
、1,500

年
位
前
ま
で
ロ
ー
マ
で
使
わ
れ
て
い
た
と

い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
溝
の
中
に
、
ボ
タ

ン
の
よ
う
な
玉
が
は
め
こ
ん
で
あ
り
、
現

在
の
日
本
の
そ
ろ
ば
ん
の
よ
う
で
す
。
現

存
す
る
溝
そ
ろ
ば
ん
は
、

16
～
17
世
紀
の
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

右
は
し
は
、
分
数
の
計

算
を
し
ま
し
た
。
こ
の

溝
そ
ろ
ば
ん
が
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
を
渡
り
中
国

に
伝
わ
っ
て
、
現
在
の

中
国
の
そ
ろ
ば
ん
に
な

っ
た
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
」と
あ
り
ま
し
た
。

溝
の
活
用
は
日
本
の
そ

ろ
ば
ん
と
は
違
い
ま
す
が
、
計
算
そ
の
も
の
に
対
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
案
外
近
い
考
え
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
し
ま
し
た
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
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～
～
～
～
～
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編
集
後
記 

今
号
の
算
額
紹
介
は
文
献
や
レ
プ
リ
カ
か
ら
の

引
用
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
算
額
問
題
も
解
き
き
れ

て
い
ま
せ
ん
。
品
質
が
少
し
気
に
な
り
ま
す
。
そ
の

中
で
「
ロ
ー
マ
の
そ
ろ
ば
ん
」
が
簡
単
な
文
章
で
す

が
紹
介
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
！ 

 

こ
の
季
節
、
春
が
待
ち
遠
し
く
、
天
候
が
良
い
と

外
出
し
た
く
な
り
ま
す
。
が
、
問
題
あ
り
で
す
。 

 
 

目
に
入
る
花
粉
を
流
す
目
薬
を 

 
 
 
 
 

差
し
て
眺
む
る
総
持
寺
の
梅 

 
 
 
 
 
 
 

（
横
浜
市 

宮
川
潤
様 

東
京
新
聞
よ
り
） 


